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令和８年度総合防災訓練（地域分散型）を実施します 
～安芸灘地震を想定～ 

今年度は、「安芸灘地震」を想定し、各防災関係機関等相互の連携強化を図るとともに、地域の実情に

応じた実践的な訓練とするため、地域分散型の総合防災訓練を実施します。より多くの市民や企業・団体

の参加のもと訓練を実施し、初動対応能力の向上や避難所運営体制の充実を図ることで、地域全体の災害

対応力の向上を目指します。 

１ 実施日 令和８年１０月２４日（土）９時から１２時まで 

２ 場 所 消防局・道の駅湖畔の里福富・安芸津町（大芝、大田）・各地域 

   ※会場により、開始時間が異なる。 

３ 概 要 

（１）実動訓練（一般見学可能） 

①消防局会場 

住民自治協議会、消防機関及び警察機関が参加し、発災直後の家屋倒壊や

土砂災害を想定した情報収集、応急対応、救出・救助訓練を実施。 

②道の駅湖畔の里福富会場 

自衛隊、消防機関・警察機関が参加し、大規模林野火災の発生を想定し、 

ドローンによる上空偵察、救出訓練及び空中消火訓練を実施。 

③安芸津町会場 

 関係機関が参加し、輸送体制の充実を図るため、海上輸送及び支援物資 

搬送訓練を実施。 

 

（２）地域訓練（市内各町） 

・各住民自治協議会、市の避難所担当職員が参加し、早期の避難所開設・運営体制の構築を図る。 

・昨年度新たに指定した福祉避難所では、運営手順や要領の確認を含めた実動訓練等を実施。 

・各住民自治協議会が主体となりシェイクアウト、避難訓練、初期消火、応急救護、資機材取扱等の

訓練を実施。 

・消防団は、住民自治協議会と連携した消防局会場で実働訓練と、活動で収集した被害情報を消防団

活動支援アプリで共有する情報伝達訓練等を実施。 
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